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－A宜知県小牧市会社員
O氏｛
ω才）
め
l集から愛読しています。東並同文
KH
院大学と愛知大学との結びつきがよく判ります。愛知大学が中国 大学と交流し、小凶間凶に力を人れている は強い立兆があります
c
－長野県沼尻市会社員
Y氏｛幻才）
第
l集
・第
2集と同じように内作が充実
しており愛読する皮に光尖感を味わうがが出来ます。旧制高等学校資料館が校本にありますので、それと比較していますが川文札口院も同じと思います。
4集
15
集続けて下さるよう御願いします。－奈良県高市部元教員
M氏（花才）
十以，
m同文内院大学の歩みについて、時代
と年齢を館、えて、執前者の文市が読品 に感動を与えてくれます。島凶日本の降りにロ似の川氏の活動する・中川大陸があることを忘れてはなりません
c
そのいみで、
先づ吋業を知ることでしょう。上海にあった同文訂院 伝統 愛大が けついでいきつ けてドさるためにも引 き続刊を希祭します
e
－
M瑚玉県北背骨飾郁社会保険労務士
Y氏（
ω才）
昭和凶年頃、産業組合中央会に入会し調託部所以で上司より「京一魚川文川悦」の訴を開き、非常時間心がありましたが、中日戦にかり出されて、主に山凶行でした。終戦後東海大学の一郎にかと思っていましたがこの本を凡てホ
yトしていま
す。その上、隙軍，
γ備
士
山口学校の跡地と
いうこともあって。－京都府長岡京市
T氏（
ω才｝
敗戦までを旧満州奉天で育ち小学校
5
年
まで山本
一犬行放政満加茂同民学校でしたの
私故郷だと思っております。後
HA
制な
お手紙を悲し
k・ げますれ
－滋賀県犬上郎会社員
N氏｛お才）
非常に示唆に日ん 応物 ある 忠、
。
これからもこのシリーズを続けてほし、
。
’v 
．大阪府熔市大学生
H氏（お才｝
友人がん取－
E川文品川川院について研究してお
り、強制的に、この術
fナを子波された
d
私自身、全く判慌について知らなかったため、この附チをぷんで‘戦前にこんな素晴らしい大学 あったなんて信じ れなかっ 。託み終わってから、少しは友人のことを理解したとか、に 改めて
H
中
の縦史を考‘えさせられた
。
・
千葉市花見川区教員
F氏（苅才）
毛井正勝さまの本川り札口一品一柵に感銘を長けました。此の先生の「致小利」の抑宅文午にも奥床しきを偲びまし
。
－徳井市高校生
Tさん（げ才）
愛大の長い歴史がよくわかった。戦争という暗い時代の片隅で、日中 半生たちが友好のために尽くしたのはすごい 思う。こんにちの日中間係の基礎を築き上げたといっても過言ではないだろう。
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－愛知謀小教窓会批筒
O氏〈
mm才）
第
i集から購読しているが、東亜同文咋
院の実態と功績をよく承知し、愛知大学との関係について理解を深める
w〕とがで
きた。－愛知県岩倉市高絞教翁
K氏（印才）
第
i集から
4集まで、卒業生（愛大
V
と
いうこともあって、多大な関心を持って読ませてもらっています。
sm
年の入学
なので、初年代のこ 令ども知りたいと思います
G
－繍浜市膏薬鑑
τ氏〈万才）
第
4集完結編を読み、り校に対する誇り
と愛知大学に対する親愛の念が謎々強くなるのを禁じ得ません。この上は子孫に践す宝 し、来るお世紀がアジアの時代となる胤流 証として全
4集の合本甑の
発行を按唱するものであり 。写真・資料の治加は努論の＝〕と品加加筆も致運し立渓な学期的遺産 されることを望みます心費貯 耐から
m限定版としての発行
を考えられましょう。－得一戸市垂水区梅深代潔端情 氏（苅才）東脱同文書院大学子科結 、創立時の愛大子科学部出続
3期の小生としては感加熱
量。鈴木療雄君（執筆者）は間部小学校、上海丹本中学校と小生の後裁に巧り、よく知っており、持院入学設は子科と専門部と別れましたが愛大で又一緒になり、・資材と思 ます。鈴木択郎教技も凶報
教えていただえ融かしい思いで一停です
0
・名古墨汚名東鉱間体総員
K氏（
mm才）
次集を楽しみにしております。－名省鹿市千種区制問沃〈狩ゆイ）同文
MH院卒業者ご縫夜のうちに引続き続
報をお願いしたい。－愛知録小牧常市臼本信教師
H氏｛
mW4
芝
今回で完結とか。先ずは御礼申 上げます。書院最後の入学生（ば初期〉。父は別期です。栄接失調と結核で愛大退学後、凶年近くたって一舟一読した豊橋は全く見知らぬ町になっていた。予科班の裏門で呆然としていた弘に「ベント｛本多）さん」と声をかけてくれたのは、うどん口践 親爺だった。ぼろぼろの引持学生を畏鵠市民はほんとうに吋愛がって下さった。ここに改めて段機市 御礼申し上げる。－愛知県南設楽郡役会保験労務士
S氏（制才）
1414
集まで、夜がり校の愛大と同文丹
院のつながりをあらためて深く認識 ましたと私も引撒げ者の
i人です
d
台湾で
したが、現地の人達は、先制限 して扱ってくれます。別周年を換に校名も「同文丹院愛知大学」と改称したら加何でしょうか。たしか、紅段大 拓荊大と改めたと思います。改称すれば同文書段の継続性は明議になると思います
9
現存する持
続生が元誌なうちに 詰慢します。－東京都役回ハ合区
O氏（
mN4
イ）
地名、泊先生、先輩のお名前を仰はし、
在学した一員とし愛着と愛憾の念が深い。114
態の続集楽しみにしています。
－京銀府鉛井郡
T氏（部才）
背春時代が非常になっか く、上海時代がよみがえりました。東亜同文昨院幻期昭和凶年卒業。－広島市東窓会社良
S氏｛日才）
仁義父｛泣期｝の学舎、すでに均年を経て、その足跡の一端を知りたく患い、眠々と流れるお恥附らしい校嵐に感銘を受けている次第。小生、中関東北部〈大連
V出身
0
．東京都世包奇忍
υ民｛部才）
筋
1集より通読しているが、何れも興味
深く且つ惑概一入深いものがあった。本シリ
iズにより帯院と愛大の殺容が一一肝
常携になったと確信する。又愛大のアイデンティティの確立にも大いに稗益したものと川十九来春発足する小川学部の設置と共に愛犬の議総発展が大いに期持される。こ 様な ーズは広く全同事名高校製品に頒布できないも だうっかむ・窓山市自営黛
M氏〈的才｝
いろいろ興味ある事実を知り…託に読了した
ο
－愛知県海部郡会社員。民｛壁ま第
4集で完結とのことですが、ぜひぜひ
第
5集を発刊してドさい。
hpM
誌と愛大と
の関語、当時の学生生活、まだまだ断面的にしか理解していないかもし ません。多くの
OB
の証言が長要と思います。。
1，，］立；常総記念総 38
日の生の声が聞きたいと思っています
0
．長野県纏尻市
Y氏（盟才）
内郡の充実が実に良い。又読み易い。
5
集ーと一りつように続けてほし 。同文書設の寮歌集を襲んでいます。今年の丹出回軒高校寮歌祭には必ず行く、文松本にある高技資料館に何か同文得税の資料を提訴し麗示してほしい
G
若い旧制高校
ファンよりお願いです。－愛知県段明南部楠破｛但才）小田幣二械の「私と中岡
l若き日の思い
出」よく詩織に持いて有ると感心して読みました。同時期に戦前上議で仕事して結ましたし、昭和お年
4日に東京に
引急揚げて来まして博多で千円札
1枚と
東京洛の汽車切符を離さ、頭の上から足の先迄
DDZ
乞吹き付けられ哀？日にな
り全くみじめな姿で汽車に来り
2
日間で
東京に到着、焼野療の真ん中に家が践っていました。－愛知県別委縮非常動態詩村氏｛
MW才｝
あの激動の時代、中間を緩解出来る青年・を教宵した学校。中同を愛していた日本の若者が学んで た学校
c
そこに時試を
起え、人の心 暖かさを覚えます。戦前、中山内で持した者にとって、あの広大な土地が教えてくれ 柚｝ が想い岳されます。同文書院 記銭を第
4集で終与にし
ないで、集った資料、忽い出の記銭等を、中国に対して子供の時から熱い想いを寄
せている人々に、届けて頂きたいと患います。よろしく御願いいたします
c
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